
主日の福音 13/01/01(No.628) 

主の奉献 (ルカ 2:22-40) 
神殿に詣でることでシメオンと同じ恩恵に浴する 

 

主の奉献の祝日です。この祝日は本来「日付で祝う祝日」です。今
年は日曜日に当たったので「主の奉献」の朗読箇所に沿って説教をして
います。ちなみに前回２月２日が日曜日だったのは 2014 年、その前に
なると 2003 年までさかのぼることになります。  

マラソン大会から無事に戻ってきました。練習不足で、去年よりも
３分遅いタイムでした。しかも前日月曜日の過ごし方が悪かった。司祭
たちは各地区月曜日の晩に「月曜会」（集まっての食事会）をしている
のですが、日曜日上五島入りした私は、鯛ノ浦教会の主任神父様から「久
しぶりに上五島の月曜会に来ませんか？」とお誘いを受けました。  

それで月曜日の夜、上五島地区の司祭団と一緒になって飲み食いし
たわけです。話題はもっぱら、翌日の天気のことでした。皆さんもご存
知の通り、月曜日は大嵐でした。「明日、土井ノ浦から福江に船は出る
だろうか？」「今日この天気ですよ？出るわけないじゃないですか。ウ
ェザーニュースだってほら、波は４ｍですから。安心して飲みましょう！」
こんな感じで調子に乗って焼酎のロックを飲んだわけです。  

翌、火曜日の朝に鯛ノ浦教会の共同ミサに参加しました。前の日の
嵐がうそのように静かになり、仕方なく、重い足取りで土井ノ浦港から
福江港に移動し、堂崎天主堂をスタートして 10 キロ走ってきました。成
績はぱっとしませんでしたが、切り替えて、今村教会までの 120 キロ「徒
歩をメインにした巡礼」のトレーニングを積もうと思っています。  

ついでですが、料理のレパートリーが増えました。この前煮込みハ
ンバーグを食べました。ハンバーグは貰い物ですが、生涯一度も作った
ことがない物まで手がけるようになりました。昔、「料理の鉄人」とい
う番組がありまして、その中で「四川料理の鉄人・陳建一」という料理
人が出ておりました。私も料理の幅が広がってきたので「田平の陳建一
ならぬ陳輝次」とうそぶいてみようかと思っています。  

福音朗読に入りましょう。マリアとヨセフが幼子イエスを神殿に奉
献するためにやって来ましたが、マリアとヨセフの両親はすっかり背後
に隠れ、抱かれてやって来たはずの幼子イエスに光が当たるように描か
れています。シメオンの預言の場面でも、マリアはただじっと聞いてい
るだけです。ここでは神殿でイエスに出会うと、人はどのように変わる
のか、変えられていくのかを学ぶことにしましょう。  

まずシメオンが神殿で待ち構えていました。彼は幼子イエスを腕に
抱き、神をたたえます。「この人は正しい人で信仰があつく、イスラエ
ルの慰められるのを待ち望み、聖霊が彼にとどまっていた。」（2・25）
夜昼神殿で祈りを捧げていた人は、「神をたたえる人」に変わりました。
「メシアを待ち望む人」から、「メシアに会い、その喜びを感謝してた
たえる人」に変えられたのです。  

次に、女預言者アンナに出会いました。彼女もまた幼子イエスを見



て「神を賛美し、エルサレムの救いを待ち望んでいる人々皆に幼子のこ
とを話した」（2・38）とあります。彼女は神をたたえる人に加えて人び
とに幼子のことを語る人になりました。彼女もまた、「夜も昼も神に仕
える人」から、「神をたたえ、告げ知らせる人」に変えられたのです。  

シメオンとアンナは、幼子イエスに出会って変えられました。神殿
で出会ったことは強調して良いと思います。神殿は人が神と出会う場所
のはずですから、聖霊からお告げを受けていたシメオンは、直接イエス
を見るまでもなくメシアの到来を賛美し、告げ知らせる人になっても良
さそうなものです。けれども神は、当時の神殿で、奉献されるためにや
って来たイエスと出会うことを計画しておられたのです。  

この出来事を私たちに当てはめてみましょう。私はこれを、「日曜
日、主の祭壇でイエスと出会い、私たちも変えられましょう」と当ては
めたいと思います。シメオンもアンナも、当時の神殿が大切な場所だっ
たので神殿でメシアを待っていたのですが、これからはイエスを囲んで
集まる場所が「新しい神殿」に変わります。そこでイエスに出会い、変
えられて、神をたたえ、宣教者とされていくのです。  

私たちも、日曜日にこの聖堂でイエスを囲み、イエスに触れること
で変えられていきます。祈りに熱心で、信仰あつく暮らすことは、家庭
祭壇で祈る人にも可能です。ですがそれだけでしたら、イエスに変えら
れることは難しいのです。私たちが日曜日ごとにこの田平教会に来て、
主の祭壇を囲むことが、救い主がおいでになった私たちには必要なこと
なのです。  

シメオンの神を賛美する姿は、天と地をつなぐ姿です。アンナが人
びとに幼子のことを語る姿は、地上のすべてを一つに結ぶ姿です。シメ
オンに天と地をつなぐ力があったのではありません。アンナに地上のす
べてを一つに結ぶ力があったのではありません。イエス・キリストに触
れたことで、変えられたのです。  

私たちも同じです。聖体の秘跡に実際においでになるイエス・キリ
スト、このキリストに触れることで、私たちも変えられます。祈りはす
るけれども聖書の朗読を頼まれたら尻込みする人。あなたも、イエス・
キリストに変えられて神のことばを賛美する人になることができます。  

信心業には定期的に参加して、教会を離れることはしないけれども、
教会の役員には向いていません。あなたも、誇りを持って自分の信仰を
田平教会が前進するために役立てる人に変わることができます。イエス
・キリストに触れる、それも日曜日に教会に来てイエスに触れることで、
変えてもらえるのです。  

最後に、３月 20 日の司祭叙階式に触れて終わりたいと思います。
今年は助祭が一人と司祭が一人叙階される予定です。神の家で、イエス
に直接触れて、イエスの身分で働く人に変えられる瞬間です。「わたし
はこの目であなたの救いを見た」（2・30）シメオンの言葉を私もこれま
で数十回浦上教会で目撃しました。私たちの田平教会も、この目で神の
救いのわざを見るかけがえのない場所なのです。  
 

年間第 5 主日 (マタイ 5:13-16) 


